
 

 

 

 

 

 

 

 

  
『こども消費生活サポーターは、 

「つくり手」（生産者）と「つかい手」（消費者
しょうひしゃ

）をつなぎます』 

 

７月 22 日に、公募により募集した 4 年生から6 年生までの小学生に、市民協働部長から「こ

ども消費生活サポーター」の任命書を交付しました。この活動は、こども消費生活サポーターが

ＳＤＧｓを学ぶ活動を通じて人・社会・地域・環境に配慮したエシカル消費への理解を深め、持

続可能な社会を担う人材づくりを目指すものです。 

サポーターに任命された子どもたちからは、「学校でＳＤＧｓを勉強するので、勉強したいと

思った。」や「昨年も参加して楽しかったので、昨年以上にがんばって活動したいと思った。」な

どの志望動機や抱負が語られました。 

これから、８名のサポーターたちは、ローカルＳＤＧｓに資する取り組みを行う生産者等を訪

問、調査し、学んだことをホームページなどで広く発信するなどの活動を行っていきます。 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

次回の活動予定 

第１回生産者訪問 

８月１９日（土）午前９時 30 分～12 時 oryza-farm 株式会社（青南町４－15－６） 

※訪問後、市役所で、こども消費生活サポーターによる意見交換会を実施。 

 

こども消費
し ょ う ひ

生活
せいかつ

サポーター活動
かつどう

スタート 

～ 任命式を開催しました ～ 

２０２３．７．２２㊏      藤枝市役所 

藤枝市 市民協働部 消費生活センター ℡０５４－６４３－３３４５ 

 

国際
こくさい

目標
もくひょう

ＳＤＧｓ 藤枝版
ふじえだばん

ローカルＳＤＧｓ 


